
Real‐time PCR法による肺炎起因菌の評価

• 計画の概要

– 嫌気性菌の同定が困難

• 主要な嫌気性菌を含む検出系を設定する

– 保菌と起因菌の鑑別が困難

• 口腔内、喀痰、気管支（肺胞）洗浄から系統的に検体を採取

• 客検体の菌量プロファイルから、起因性を判定する

– 同定までに所要時間を要する

• 検出系が確立されれば、検体採取から1日以内での判定も可能


